
































































続いて、第 5章から第 7章では研究 1から研究 3の研究の結果を具体的に述べる。 






























































第 7章では、研究 3の結果を報告する。研究 2で明らかになった受講生の本研修に対す
る肯定的な受け止めを踏まえ、受講生各自の教育現場や生活の面でどのように生かされて
いるかを考察した。研修終了 1年後、受講生に半構造インタビューを行って収集したデー
タの質的な分析を通して、受講生は各自の教育現場や生活現場で、研修から得たことを活
かしているか、活かしているとしたら、どのように活かしているかを探り、研修の成果の
持続性や職場や生活における拡張の如何を検討した。その結果、受講生は研修で得られた
ことを自分の教育現場と照らし合わせ、【①教育現場で多様な実践を行い、生徒に受け入
れられ】たことが窺える。また、教育現場での実践に限らず、受講生の生活の面にも大き
な変化が見られた。各自の行動と同時に、【②問題を直面している時の思考方式を変える】
ことや、【③人間同士との交流を工夫している】という変化が見られた。これらの変化も
受講生の生活に浸透し、【④家庭生活に活かす】ことを引き起こした。このように、受講
生は実践現場を含めて、生活の面におけるより良い変化を実感したため、【⑤新たな理念
を他の教育研修活動に活かす】ことも窺える。受講生の言語生態も人間生態も保全できる
ことで、教育現場で問題を発見する能力を育てるとともに、自分たちの実生活と繋がり、
教師としての人間生活も充実できると明らかにした。 
第 8章では、第 5、6、7章で報告した三つの研究で得られた知見をまとめ、ボトムアッ
プ型研修としての対話的問題提起学習に基づく教師研修が実現可能であり、かつ中等教育
の教師たちの言語生態及び人間生態の保全に導く豊かな可能性を有することを具体的に
示した。それを踏まえて、本研究ので得られた知見と教師教育の現場に対する示唆、中国
の基礎教育教師研修の現場に対して教育段階を横断し、地域に根差したボトムアップ型の
教師研修の提案を行った。最後に本研究の限界・今後の課題を述べる。 
3つの研究は、受講生が、少し先を行く先輩教師のサポートの下に、対話的問題提起学
習によって自分たちで研修を行うというボトムアップ型の研修は、単に可能であるという
だけでなく、この研修は、教師たちのおかれた厳しい現実を超える力を研修生に与えるも
のであることを具体的に示した。対話的問題提起学習による研修で、受講生たちは自分の
教育現場や生活の場から問題を提起し、その問題をめぐって仲間と議論をすることで、問
題への理解を深めること、すなわち、問題を回避するのではなく、問題に正面から向き合
うことを学んだ。新しい教授法の知識やスキルの伝達を主目的とするトップダウン型の官
制研修では得られない、現場の教師たちのニーズから出発し、そのニーズを自分たちで満
たしていく研修が可能だということを示した点に本研究の意義があり、かつ、現場に対す
る示唆も大きいと考える。 
最後に、本研究の限界と今後の課題を示す。本研究の限界としては、今回 2名の受講生
を取り上げて分析した点である。他の 4名の受講生及び講師についても同様の分析をさら
に加えることで、本研修の全体像が分かり、さらに多くの知見が得られると考えられる。
本研修の参加者から本研究の結果に対するフィードバックを得ること、そして、それをも
とに改善点を整理し、新たな研修を企画し実践することを今後の課題としたい。 
 
